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県指定えイじ財

-.k :i) h 
いずしさん しゆっせきじ

司る

寺 (名 勝)

標高 820mの 出 石 山 山 頂 に 位 置 す る 出 石寺を中心とするこの地域は、瀬

戸 内海国立公園に属し県指定の名勝です。 山頂からは、遠く伊予灘を隔てて

遥か中園、九州路を望み、 背 後 に は 石 鎚山 をは じめ大野ヶ原、鬼ケ城等の連

山 を一 望することができます。
おむろは

山頂の金山出石寺は、真言宗御室派別 格本山として1300年の法燈を伝える

名刺で、県内はもとより中国、 九州地方にも多くの信者、参拝者があります。

境内の南側と 北 側には原生林が残っており 、根回り 11mのカツラをはじめと

した巨木老木が茂り 、下 層 に は 多 く の 草木類が見られるなど、植生上 からも

興 味深いところです。
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審む桂
園静
穐彊醇事

昨
年
各
地
区
で
開
催
し
た
説
明
会
に
続
き
、
今
年
の
一
月
か

ら
は
七
種
分
別
に
よ
る
収
集
、
四
月
か
ら
は
指
定
袋
に
よ
る
有

料
収
集
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
皆
さ
ま
に
は
分
別
の
方
法
や
収
集
日
で
迷
わ
れ
た

り
、
ご
み
の
出
し
方
を
間
違
え
た
り
と
、
大
変
ご
苦
労
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
ル
I
ル
を
守
っ

て
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
口

今
後
も
引
き
続
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
費
用
負
担
の
公

平
化
を
図
る
た
め
の
、
指
定
袋
に
よ
る
有
料
収
集
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
口

七
種
分
別
の
試
行
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、

ご
み
処
理
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
た
か
を
み
る
と
、
燃
や
す
ご
み
の

収
集
量
は
、
前
年
同
月
に
比
べ
月
平
均

で
五
二
・
五
ト
ン
(
二
八
・
八
%
減
)

減
少
し
、
月
平
均
一
一
一
九
・
八
ト
ン
の

焼
却
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
減
少

分
は
、
有
料
化
に
よ
る
出
し
空
え
と
、

分
別
し
て
資
源
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

資
源
化
量
に
つ
い
て
は
、
月
平
均
で

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が

0
・
五
ト
ン
、
ぴ
ん
・
缶
が
八
・
四
ト

ン
(
昨
年
比
一

0
・
五
ト
ン
減
)
、
古

紙
な
ど
で
六
・
一
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
因
さ

れ
る
資
源
ご
み
の
量
は
、
全
体
か
ら
見

れ
ば
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
環
境
の
保
護

と
ご
み
処
理
経
費
の
削
減
の
た
め
、
今

後
と
も
、
少
し
で
も
燃
や
す
ご
み
の
量

を
減
ら
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ごみ出しで特iこ蓮意してiましいこと

0 指定袋には必ず名前を記入する。

0 収集日とごみの種別をしっかり確認し

て、指定日を間違えないで出す。

。適正な自己処理カずできるものは自分で

処理し、減量の努力をする。

。ぺツトボト ルやびんのキャップをはず

して分別する。
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四
月
十
一
日
、
愛
相
川
県
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
が
町
内
十
四
か
川
の
投
票
所

で
行
わ
れ
、
即
日
午
後
八
時
五
十
分
か

ら
町
体
育
館
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
八
千
百
九
十
一
人

二
削
同
無
投
票
)
一
仁
、
投
票
者
数
は
六

投票者数

8，191人

6，708人

結果
(届出)1関)

2，924票

3，705票

宮古

F宮τ

志朗

大野ふじお

開

岡田

トー(櫛生小羊校体育館)

第 7投票R
沢公民館)

6，629票

81.89% 

亘韮
刃マ

率
l

矢))

効

illi 
フ7ぐ

有

111r 

投

第 8投票区

( ;:ql浦公民館)

千
七
百
八
人
、
投
票
率
は
八
一

%
で
し
た
。

な
お
、
各
投
票
所
で
の
投
票
率
、
長

浜
町
間
山
市
区
で
の
各
候
補
者
の
得
票
数

は
別
去
の
ー
と
お
り
で
す
。

の じらたせういもくのかわちが
とさたな人き学人たし人らたえは

、もにしもくよはさしんまね
、すたたさの、まはのほん

さし 人 わ日くんと 1 I，~、人いせ
ちょ でしっ、さいき七円令がくい

はんたか人 h がなしに
じいけらい立は〈上 な
め ま れ な ま 立 ま さ の つ E

にしとなかしほほ作ひた;
とた、よたいい V とと
な υ しし。くくヂやき:
り に ら の ほ し し 之 よ
のゆな人いよよ/もう な U

Tこをき| 小学 1年生 li万主主 hそ子宅 ECi
~_.."._，_，___j町古 しれて、(. 川、|んん。ちにの。しらき
被穴二季一、 て か う ひ I (10年度人権作文集より) でち がああ はつに !
へ}~ .;V一¥ いられさ」一一 l くや ど そ と 、たさ i
消 息点目 きもししたかでろりをて お月れん んんへ とのい 1
~~~~満た カぶ 0 んしみま休二十くよる J どで休 どー 15Cbih丸 A 、 と つ り 学 がるんしん日月なりと ん み も、 に・

品i思議53L23l警主主 2モfZ見ftt zzt BE1i 
職活;誌記七 旨左 o t!.こいあにいといっ子んが いしに か」を

吋噌補是 主な ちれま、をまが学がちと、 きいい つ主か:
ヲ。か にたしとしごあ校で お固 まとっ た/もい E

¥

r
ぃ

ノ
J
j投票箱を点検する開票立会人

に
な
っ
た
の

は、

K
さ
ん

で
す
。
わ
た

し
が
お
か
あ

さ
ん
と
ダ
イ
エ
ー
で
か
い
も
の
を
し

て
い
え
に
か
え
っ
て
い
た
と
き
、

K

さ
ん
が
い
え
の
ま
え
で
手
を
ふ
っ
て

い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
手
を
ふ
っ
た

け
ど
、
な
ま
え
は
主
だ
し
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ま
え
を
き
き
た
か
っ
た

け
ど
、
お
か
あ
さ
ん
が
い
た
の
で
き

け
ま
せ
ん
で
し
た
コ

せ
い
か
つ
一
の
と
き
、
な
ま
え
を
い

い
あ
っ
て
と
も
だ
ち
の
な
ま
え
を
か

み
に
か
く
ゲ
i
ム
を
し
ま
し
た
。
そ
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[ 6月は防災対策強調月 1
器開です ~愛媛県~》

量留さんを担当課までご案内します
~役場にフロアマネージャーを設置~

叫 if 6 }月 1日付けの人事異動に伴い、 役場の各課配置変えが行われまし

危険を察知し 号た。

避難する勇気を持とう 1 3 支場では、このことにより皆さんにご迷惑をおかけしないよう、各

金フロアに(フロアマネージャーJを言itけました。
これから秋にかけては、梅雨や k. 

官 フロアマネージャーは、胸にワッペンを付け、皆さんのご質問や諸
台風-秋雨前線などの影響で、大金--.---_'..一

王子続等にお答えするほか、用件のある担当課までご案内させていただ
雨の降りやすい季節です。 官 宇

品くことになっています。

愛援県では、この月間中、河川・ 3 後も、明るく立ち寄りやすい役場を目指したサービスを心がけて

道 路などの土木施設や工事現場のトミきますので、よろしくお顕いします。

パトロールを強め、危険箇所の発静崎弘朝午郁船舶船舶伊相船舶船舶相船舶船舶船舶船舶船舶船舶船舶船舶

:ftz:?と7Tと災害の; 7丹lrzzzzzzzz雰2Pます

皆さんも、テレビ・ラジオなど~ ~ 7月 1日から、窓口、税務証明事務の.*/5を

の災害情報に注意し、危険が迫っ~ (点以λ 各連絡所で取り扱うことになりました。

たときはすぐに避難するなど、災 3 民 L 月 役場本庁と各連絡所との聞を F A Xで結び、

害に対寸る警戒を十分に心がけて 5 、よJメAノ 戸籍謄・抄本、住民票、印鑑証明書、所得 証明

ください。さらに、災害に備えて~ r門 Y 鰐を送信するもので、各連絡所で申請すれば、

'If -'--I ¥1 I ¥ J:i/J I:::l交付を受けることができます。町内のどこ
懐中電灯や携帯ラジオなども常に 5 ヲ=11 V JA  

官 ιJう o )証一:ぞ の連絡所からでも巾請できますので、ご利用く
準備しておきま しょう o f v f u t w  ださい。

また、危険な場所を見かけたと~ [交付を受けられる証明書類]

きは、すぐに次の所までお知らせ金 V 窓口証明...0戸籍謄本ー抄本O除籍謄本・抄本O改製原戸籍謄 本・

ください。 哲抄本O戸籍記載事項証明O除籍記載事項証明O住民票(家族全員・

I連絡 先l長浜町投場建設課(雷 3配 O 印鑑証明書
、 RV税務証明・・.0所得証明書O課税証明書O納税証明書

52-1111) または、愛媛県'If .二，
.~ [交付を受けられる連絡所]

大洲土木事務所(盟 24-512~C喜多難連絡所(しおさい館)0櫛生連絡所(櫛坐福祉センター)
1) まで。 ~C 出海連絡所 O畳茂連絡所 O大和連絡所 C白 滝 連 絡 所

ji ~~ドド〆/。\\璽舗離器 i i i1i i i 
yjjii j匂31h藤 宮器 購議 !1 i yjj内市れ一鞠髄謹!I i 

¥/1-¥ 1牛、士p チムメF十4二品u!，争、 1 みづ jラトメ子入 I 1 
色 \V!<(~~_:)J~ ， I戸JJ27ロ片 '1 仁〈4YFijifj 

lヤバl

10 
/ 

鐸 君! 多量
業者が来て、海外市場の大豆や石油等

の取引仕組みを話します。 2~ 3日後に「 絶好の

チャンス」と興奮した声で電話をしてきて 、 「 も

う 取 引 を し た」と契約を強要します。いったん契

約に応じると次々と取引していきます η そ し て

相場が下がっ た と 言 い 、 「 今 や め る と 損 をします

ので追証金を」と、お金を次々に出させ、大損を

させられるのです。

商品先物取引のしくみや実態は、玄人にはなか

なか分かりません。預けたお金を失うばか りでな

く、それ以上の危険性を伴う取引です。専門用語

を駆使されて、次から次へとお金を出すよ うに言

われ、被害は広がるばかり・・・。結局、業者だけが

手数料等の利益を得るだけです。

悪徳 商 法 で お 困 り の こ と が あ り ま し た ら 、 次の

所まで遠慮なくご相談ください。

{相談先]八幡

浜 地 方 局 く ら し

の窓口(宮 o8 

9 4 - 2 4 - 3  

7 0 0 )または、

役 場 経 済 課 ( 宮

52-1111 

i有)2121) ま

で。
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川崎辰五
ポップアップ絵本

(仕掛け絵本)展
県三文図書館所蔵円、楽しくたし

いポップアッフ。絵本(仕掛け絵本)

約百冊が民示きれます c

子どもたちに 大人気のこの絵本

民リこの機会に、ご家族、こ;近所

お誘い合わせぜひご来場ください。

I期間] 6 月 16 日 ~23 閏(月曜白

休館:午前 9時~午経 5時)

【場所】ふれあい会館ギャラリー

踏ま苛搬蹴臨鴫描謹~~:;:;:;~~~?-~~::，訟磁器鵬首服部~~~::~~:詩

作一警告げている方へ
6月中に現況届の提出を

児 l主手当(特例給付を含む)を

受けている方は、毎年/く月中に

「児景子当現況 届 」 を 提 出 し な け

ればなりません〈

この届は、毎年 6月 1I:::Jにおけ

る現出を記載し て い た だ き 、 児 童

手当を引き続き 受 け る 安 件 に 該 当

するかどうかを確認する大切な届

です。この届の世山がないと、 6 

)-j分以降の手当をえ;給することが

できない場合が あ り ま jので、必

ず提出してくださし」

ご，J'見況届には、添付資料が必更な

地合があります r

申 受給者カfサラリーマン等の場

-6. 
Cコ

詳しくは、役場福祉課 (ft5 2 

1111o(有)207 1 )までお問

い合わせくださし~

~:~:~::~::~告斑栂能出話齢砕揖飴地撤醐椋謝恒掛融措蹴醐

j 戦没者の
ご遺族の皆様へ

次のすべての要件を満たす、戦

没者死亡当時の三親等内の親族で、

最も順位が先の方↓こ特別弔慰金が

支給されま仁

(1)第 6回おりリ弔慰金国庫債券のそ

給権を取得した遺族がし〉ないこと。

⑦ 平 成11年 4月 1口において、戦

没者に関する公務扶助料・遺族年

金等の受給権おァカ九、ないこと

大給付内容 ー 額 面24万円の 6年 fR

還の言己名国債

大請求期限・..'1主成11[11三3月31日ま

で

[請求窓口@お問い合わせ先1役

場福祉課町 民 福 祉 係 ( 管 52 - 1 

1 1 1 0 惰)2073) まで。

先の)~戦において、戦地等に派

遣され戦川 衛 生 勤 務 に 服 さ れ た 旧

U本赤十'下村救護看護婦及びf IR 

陸海軍従逗看護婦の方に会して、

内 閣 稔 理大臣名の古状を贈呈いた

します。

I対 象 となる方】外地における動

務経験を有する、旧日本赤十字社

糊
談
一
世

糊
相
ら

糊
麗
知

醐
健
・
お

糊
の
の

糊
歯

…
灯台

ピカピカのよし、 l有を目ナ旨し T 、

幼見 (1~ 6提 1 を 対 象 に 、下記

により歯の健康相談を実施し て い

ます。ぜひご利用ください

【内容I歯科検診、歯磨き指導、

虫歯予防フッ素塗布、健康相談、

栄養相談

I実施日】毎月第 3水曜日(午後

1 時~3 時<予約制>)

[実施場所1大洲保健所(大 洲市

田口)

[申込先]大洲保健所保健課 (ft

24-3165) まで。

【スタッフ1歯科医師、歯科 衛 生

士、保健婦、栄養士

出町也記丘脚部'::::::醐鑑陸器部」醸臓器園噛醐醐臨誌記

露簡易裁判所民事手続葉
器内テレホンサービスウ
語お知らせ
自 ~松111簡易裁判所~

松山的効裁判所では、簡易裁判

所の長 'jf手続についての電話ま た

は FAXによる案内什ービス を l品j

立fiしましア二。

このシステムを利用することに

より、裁判所に足を運ぶ乙ともな

く、議でも、いつでも、どこから

でも、夜間、休日を問わず、 2111，¥

間利用できます。お気軽にご 利用

くえfざし、。

【案内内容]民事手続の一般的な

救護看護婦友ひど、旧陸海軍従軍看 案内、訴訟 a 調停。支払督促 に間

年金加人証明書(国民午余加入者 詰 婦 の うち、慰労給付金の対象と する各案内・即決和解及び公示催

は必要ありませんJ な らない方。ただし、本入院りと 促に関する案内

ヰ 今年の 1月 1日、受給者の佳 します。 電話 oFAX共通番号

所が長浜町になかった場合 〔請求期限}平成15年 3月

前住所地の市区町村長が発行する 31日まで

L14竜手当用所初証明書 {お問い合わせ]内閣総理

*畠出期間...6 月 1 日 ~6 月 30 日 大臣官房管理室・業務担当

ヰ届出場所・・・役場福祉課または各 (東京都千代田区永田町 1←
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新刊情 す ~長浜町立図書館~:

書名 著者 1
0流沙の塔(1二ー下) 粕 戸 与ー;

O生きるとし、う賛沢 淀川長治 1
0パギ←ママの明るいゅう弓つ杉山間美子;

O胡円があるさ 株尽めぐ¥み 1
0エキゾテイカ 中島らも l



金程蹴
鞠免融制度調益事"を襲

とで免除されま寸亡

く申請免除〉
Ji)I~ r尋カfなし、時をはじめ、 1*lr食料今を市内めることカ宝

著しく困難な場合には、免除申詰書を捉 H~rr してい

ただき、基玉手に適介すれば免除されます。

免除fされる基準法、地域別に細かく定められて

いま寸ので、詳しいことは、仕場住民課仁こ、楢談

くf三さし、コ

なお、申請免除は、申請をした日の前月分から

その年度末までか、承認され

る期間となりますので、 1 

年 間 の 免 除 を 希 望 さ れ る 方

は申請の手続きをとってく

ださい。(5月末から受け付

けています。)

納めるととが困難者方へ
4呆[5食ヰヰ5己R余命IJ)支を手リ用しましょう!

国民年金は、 20歳から60段までの問、保険料を

納める帝Ij民ですが、 40年の問には納めること が非

常に困難な時期があるかもしれませんコ

そんな場合、国民年金には免除制度があり一時

的仁保険料を納めることが免除され、 10年.L)、内で

あれは?起訴内(千三えで車内めること)寸ることカすできま

すコ

保険半、lを納めるの7J宝困難な方、大切なあなたの

栓利を守るために、まず役場住民説に相談 し て く

たさいρ

く法定免除〉
1'2? '再指礎年金を受けてしミたり、生活保説法によ

る生活扶助を 受けている場合には、届出を すると

入
院
臨
時

四
宮
酔
罷
鴫
昌
量
品
畠
嘩
鵜
窟
翼

団
議
圏

a
E
4乱
4
畠
語
調
相
事
官

特
例
を
受
け
ら
れ
る
方
ヘ

六
月
か
ら
の
入
院
に
つ
い
て
、
入
院
①
長
]
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
。

時
一
部
門
(
担
金
の
減
額
認
定
を
そ
け
ら
②
老
齢
福
祉
年
ん
よ
そ
給
者
の
属
す
る
世

れ
る
い
々
は
、
役
場
住
民
間
で
手
続
を
し
帯
で
、
竺
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し

て

く

だ

さ

い

。

て

い

る

方

。

へ

佐

帯

主

に

限

ら

ず

、

所

認
定
の
開
始
日
は
、
申
請
し
た
日
の
保
金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。
険
の
扶
養
等
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と

六
月
に
入
院
さ
れ
た
場
合
は
、
ム
ハ
片
中
認
定
し
た
者
)
が
町
民
税
を
課
せ
ら
れ

に
子
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
〉
て
け
な
い
こ
と
。

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
げ
ら
れ
る
の
の
手
続
に
必
要
な
も
の
・
:
マ
国
民
年
五

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で
証
脊
マ
健
康
下
帳
、
被
保
険
者
証
マ
印

鑑

事
人
屋

者
証
が

親
し
く
詰
切
撃
す

重
度
心
身
障
害
者
@
母
子
家
庭

重
度
心
身
障
害
者
同
一
療
費
受
給
者
証
取
り
段
、
人
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
c

(
身
依
詰
享
官
一
・
一
極
)
、
母

f
f孟
一
臼
時
一
六
月
一
干
九
日
(
火
)
午
前

医
煽
者
一
号
給
者
証
の
い
ず
れ
も
、
七
月
九
時
1
午
後
四
時

一
日
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
{
場
所
一
長
浜
町
体
育
館
一
階
ロ
ビ

i

現
か
使
用
さ
れ
て
い
る
露
骨
語
、
一
持
参
す
る
も
の
一
一
票
受
給
主
有
証
、

六
片
三
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
印
鑑
、
保
険
一
罰

で
、
次
に
よ
り
新

L
い
受
給
者
証
と
の

瞳

費

6 

「
最
近
ど
う
も
テ
レ
ビ
の
画
面
が

急
に
乱
れ
る
」
「
一
ブ
ジ
オ
を
聴
い
て

い
た
ら
突
然
変
な
声
が
入
っ
て
き
た
」

な
ど
の
体
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

こ
れ
ら
は
、
不
法
電
波
に
よ
る
障

害
で
占
め
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
不
法
電
波
に
よ
る
障
害
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
守
る
消
防
や
悦
一
一
目
察
、

防
災
の
た
め
の
無
線
か
ら
一
般
の
無

線
ま
で
広
く
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

も
し
、
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
四
国
電
気
通
信
監
理
川

(
雷

C
八
九
!
九
三
六
1
4
0・1
一
)

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

i:5...& 
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寺
シ
グ

生
活
改
善
一
つ
〈
し
グ
ル
ー
プ

み
た
ら
し
だ
ん
ご
(
十
本
分
)

{
材
料
一

l
l

一
三
下

t
又
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I
」
来
事

ニ
o
o
g

一一

t三ま7
オし ょ易

オぇ
!'r-醤砂
栗油精

七
C
g

五
O
円一

犬
さ
じ
一
一
月
杯

三
五

O
山

十
本

「
く
し

{
作
り
方
一

④
ボ
ー
ル
に
上
祈
粉
を
入
れ
、

少
し
ず
つ
加
え
な
が
ら
、
耳
た
ぶ
ぐ
ら

い
の
聞
き
に
締
り
ま
と
め
ま
す

②
蒸
し
器
に
ふ
き
ん
を
敷
当
一
、
生
地
を

こ
わ
け
に
し
て
平
ら
に
し
て
来
せ
、
強

火
で
一
一
一
一
十
分
ほ
ど
蒸
す
。

一
④
蒸
し
上
が
っ
た
ら
熱
い
う
ち
に
ボ

l

一
代
表
者
増
田
春
香

一

お

五

七

O
四
O
六

ル
に
移
し
、
す
め
こ
ぎ
に
み
ず
を
つ
け

な
が
ら
、
山
間
の
よ
、
つ
に
弾
力
が
で
る
ま

で
つ
ぐ
こ

④
生
地
を
ぶ
に
つ
け
て
一
気
に
冷
や
し
、

南
ご
た
え
を
出
す
。
あ
た
た
か
い
う
ち

仁
取
り
出

L
水
気
を
切
る
。

密
ム
口
の
上
で
生
地
を
ひ
と
ま
と
め
に
し

て
か
ら
棒
状
に
の
ば
し
、
三
十
個
に
分

CC 

員、G)騒い事A，~撃を;
議高ういを与のi番号い。

ねこそぎ去ラッシュ長浜高校美術部

け
て
丸
め
る
c

竹
串
に
刺
し
て
だ
れ
を

か
け
る
。

※
た
れ
は
、
鍋
に
砂
精
、
醤
油
、
ぶ
を

小浦大正琴

むつみまま(邦楽)

っくしグループの皆さん

私
た
ち
の
会
は
、
仙
の
地
域
の
友
人

と
の
出
会
い
か
ら
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
琴
の
守
山
知
]
の
す
ば
ら
し
さ
に
感

動
し
大
正
琴
を
始
め
て
以
来
、
十
-
一
年

あ
ま
り
が
過
ぎ
、
干
ま
し
た
。

文
化
協
会
主
催
の
芸
能
発
夫
会
ヤ
、

二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
下
岡
先
生
の
門

下
生
一
同
が
山
一
面
す
る
尚
子
大
会
、
地

一
ん
の
発
友
会
等
に
参
加
さ
せ
て
い
円

入
れ
て
弱
火
に
か
け
、
沸
指
し
た
ら
わ
小

溶
き
片
栗
桁
存
一
加
え
て
と
ろ
み
を
つ
け

い
て
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
に
は
大
変
忠
ぎ
れ
て
い
る

私
た
ら
で
す
。

神
習
は
月
一
一
回
で
す
が
、
先
生
に
祝

切
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ほ
け

防
止
に
も
令
れ
ば
と
の
以
い
で
励
ん
で

い
ま
す
。
今
年
五
月
か
ら
は
、
沖
州
三

民
館
LY
一
小
浦
集
会
所
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一

回
ず
つ
利
川
さ
せ
て
い
と
だ
い
て
い
ま

す。
現
/
札
会
員
は
ト
ヘ
で
す
が
、
み
ん
な

で
仲
良
く
楽
し
く
陸
み
台
い
、
心
に
ゆ

と
り
あ
る
だ
情
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
巴

草
寺
一
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、
遠
慮
な

J

〆
¥

ご
連
洛
く
だ
さ
い
。

一
代
表
者
一
天
川
照
子
(
沖
油

a

宮
五

一

ム

l
O
四
O
六
)

一
練
習
閏
@
場
所
}
心
毎
月
第
一
一
日
曜

円
(
午
後
一
時
半
j

三
時
半
、
沖
清
公

民
館

J
O第
四
水
曜
日
(
牛
校
七
噂
j

九
時
、
小
浦
集
た
所
)

{
会
員
}
明
智
房
子
、
東
刊
FY
、
矢
野

艶
下
、
一
人
口
淵
一
博
子
、
小
八
日
本
ム
ツ
子
、
尾

上
千
代
子
、
天
川
知
明
、
一
主
(
藤
部
、
古

野
手
子
、
戸
ヘ
川
町
…
下

小j甫大正琴むつみ会の皆さん

7-



安
定
し
た
林
業
経
営
を
目
指
し
て

ー
長
浜
町
林
業
研
究
会
1

四
月
十
二
日
、
森
林
組
合
で
平
成
十

一
年
度
長
浜
町
林
業
研
究
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
の
林
業
後
継
者
ら
二
十

三
人
が
出
席
し
た
。

審
議
に
引
き
続
き
、
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
出
張
所
林
業
課
、
王
席
改
良
指
導
員

の
相
原
誠
一
さ
ん
に
よ
り
、
「
安
定
し

た
林
業
経
営
を
目
指
す
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
た
。
出
席
者
ら
は
、
「
こ

ま
め
な
枝
打
ち
・
伐
採
後
の
植
栽
な
ど

を
は
じ
め
、
自
家
労
働
に
よ
る
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
っ
た
継
続
的
な
林
業
施
業

の
大
切
さ
」
な
ど
に
つ
い
て
の
話
に
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

か
け
声
も
さ
わ
や
か
に

ー
第
九
回
レ
ク
パ
レ

l
大
会

1さわやかなプレーで熱戦が展開されたレクバレー大会

五
月
九
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
九
回
レ
ク
バ
レ

l
大
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
の
愛
好
者
グ
ル
ー
プ
五
チ
ー

ム
、
約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

対
戦
は
、
五
チ

1
ム
の
総
当
た
り
戦

で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
・
珍
プ
レ
ー

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
っ
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
優
勝
一
長
幼
フ
レ
ン
ズ

A

{
準
優
勝
一
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

{
第
三
位
一
ど
ん
ぐ
り

子
ど
も
た
ち
が
呼
び
か
け

講演を行う相原さん

ー
交
通
茶
屋
1

五
月
十
二
日
、
拓
海
の
国
道
三
七
八

号
沿
い
に
交
通
茶
屋
が
設
け
ら
れ
、
長

浜
・
沖
浦
両
保
育
所
園
児
を
は
じ
め
、

安
全
協
会
会
員
、
交
通
指
導
員
、
警
察

官
な
ど
、
関
係
者
約
五
十
人
が
参
加
し

た。
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
毎
年

恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
交
通
茶
屋
。

交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
や
飲
み
物
な
ど
を

手
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
園
児
ら

を
前
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
今
一
度
気

E 
占区高

話量
?国

波
き
っ
て
行
く
も
あ
り
け
り
春
鴎

清

水

禎

一
柄
車
停
ま
れ
ば
花
の
散
り
急
ぐ

久

保

裡

新
郎
は
八
十
路
の
思
師
春
、
つ
ら
ら

柴

中

年

土
筆
摘
む
老
女
童
女
と
な
り
に
け
り

上

同

孝

盤
石
の
架
橋
の
偉
業
瀬
戸
の
春

新

満

畑
仕
事
せ
か
せ
て
鳴
く
か
揚
雲
雀

平

井

松

を
引
き
締
め
た
様
子
で
ハ
ン
ド
ル
を
握

り
直
し
て
い
た
。

子

水
底
に
青
き
空
あ
り
陪
の
道

都

築

七
福
神
石
屋
に
揃
ひ
山
笑
ふ

岩

本

勝

義

街
道
を
果
で
な
く
行
き
し
菜
の
花
思

一

宮

菊

枝 い
ち
子

子

H

白
滝
小
学
校
H

日栄

た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
色
い
花
と
白
い
わ
た

六

年

大

野

孝

太

桜
さ
き
そ
の
下
く
ぐ
る
一
年
生

六

年

門

田

奈

緒

美

巣
作
り
に
ま
た
や
っ
て
き
た
ツ
バ
メ
た

ち

六

年

鎌

田

亜

沙

美

つ
く
し
ん
ぼ
、
つ
も
う
春
だ
よ
と
頭
出
す

六

年

鎌

田

千

恵

美

子古
ん
)

4
十
庁
ゎ子

安全運転を呼びかける園児たち

春
風
が
い
っ
ぱ
い
春
を
も
っ
て
き
た

六

年

楠

崎

由

里

恵

春
が
来
て
日
ざ
し
も
ポ
カ
ポ
カ
ね
む
く

な

る

六

年

瀧

川

佳

寿

恵

た
ん
ぽ
ぽ
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
旅
し
て
る

六

年

西

村

友

希

春
が
来
て
木
の
芽
も
ふ
く
ら
む
帰
り
道

六

年

山

本

和

明

春
風
に
ふ
か
れ
て
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

六

年

渡

辺

可

奈

子

こ
い
の
ぼ
り
ゆ
っ
た
り
空
を
泳
い
で
る

六

年

渡

辺

正

太

8 

H

戒
川
小
学
校
H

た
ね
ま
い
て
コ

l
ン
を
た
べ
る
ゆ
め
を

見

た

一

年

二

宮

葵

さ
く
ら
の
喜
ゆ
ら
し
て
花
の
ふ
ぶ
き
だ

よ

四

年

久

保

智

裕

や
え
ざ
く
ら
花
ぴ
ら
ち
ら
し
て
お
ど
っ

て

る

四

年

宮

下

友

呈

春
風
に
あ
お
ら
れ
気
分
が
よ
く
な
る
ね

五

年

宇

都

宮

静

香

木
の
葉
っ
ぱ
人
と
同
じ
に
も
ょ
う
が
え

六

年

宮

下

法

子歯の衛生週間

( 6月4~10 日)



川
町
山
本
違
利
さ
ん
桝

川町
1
県
選
挙
管
理
委
員
長
主
1
叩
叩

ゐ
封

v
p

こ
の
た
ヴ
、
長
浜
町
選
挙
管
理
委
員

の
山
本
達
利
ざ
ん
(
下
須
戒
・
七
七
)

は
、
先
の
愛
媛
県
知
事
選
挙
で
そ
の
職

務
を
企
う
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
愛
媛
県
選
挙
管
理

委
員
長
よ
り
友
杉
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された山本達利さん

二
回
沖
浦
観
音
奉
納
少
年
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
家
族
な
ど
の
盛
大
な
応
援

の
中
、
町
内
の
小
・
中
学
生
約
三
十
人

が
華
麗
な
竹
刀
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し

た。

紗
別
宮
成
君
ら
優
勝
桝

い
吋

S
沖
浦
観
音
少
年
剣
道
大
会
1
鰍
な
お
、
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り

四
月
卜
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第
十
で
す
。

一

抗

議

蜘

父

親

の

名

前

か

ら

一

宇

と

つ

で

、

「

崇

博

」

と

名

付

け

三

一

託

V

閉

し

た

。

一

一
吋

YM糊
「
多
少
ゃ
ん
ら
や
で
も
、
た
く
ま
し
く
元
気
に
育
っ
て
ほ
一

一

乙

ノ

ダ

ン

し

J
c
f
o
r
-
-
j
i
jミ

5

一

一mぷ
M

f

引

1

す
舗
欝
島
内
イ
メ
ー
れ
一

一
副
総

h

i

J

J
一
守
間
一

一
議
日
博
規
ケ
持
決
議
叩
一

一
品
♂
崇
権
瞬
静
也
鰐
岬
一

一

げ

誕

地

謡

臨

調

J
当

時

一

一
誠
一
除
即
踏
襲
手
食
会
、

…
?
知
.
、
(
父
U
保
守
」
ん
母
U
千
日
「
さ
ん
)
一

小
鎖
中
生
鑑
館
宇
隼
男
R
7

熱戦力ず展開された少年剣道大会

{
優
勝
一
別
古
成
(
白
沌
小
)

』
牟
優
勝
一
土
口
付
達
也
(
大
和
小
)

{
第
一
一
一
位
一
大
石
直
人
(
ト
ヘ
和
小
)

小
単
邑
申
曲
中
年
男
手

一
優
勝
一
石
井
博
ト
ん
(
大
和
小
)

一
準
優
勝
一
宇
都
宮
聡
(
九
八
相
小
)

一
第
二
松
岡
裕
右
(
大
和
小
)

小
単
生
宙
論
中
年
男
手

勝
一
大
ア
羽
信
同
区
(
大
和
小
)

一
準
優
勝
一
清
水
良
太
(
櫛
生
小
)

一
第
三
位
一
松
岡
佑
太
朗
(
白
滝
小
)

小
酌
守
畠
女
豆
γ

{
優
勝
}
析
出
子
裕
(
大
和
小
)

一
準
優
時
一
民
同
来
羽
子
(
大
和
小
)

{
第
三
位
一
九
口
口
ま
ど
か
(
大
和
小
)

申
単
禽

撃

{
優
勝
一
酉
叩
典
正
(
下
組
戒
)

一
準
優
勝
一
品
目
憲
吾
(
下
須
戒
)

一
第
一
二
位
}
窪
元
裕
(
柴
」

牢
単
生
女
予

一
優
勝
}
松
岡
菜
子
(
上
老
松

一
準
優
勝
一
大
田
恵
(
弓
占
)

紙
上
満
植
民
也
君
ら
優
勝
料

納
ふ
草
壁
り
f
供
相
撲
大
会

t

榊

四
月
二
十
四
日
、
山
滝
で
毎
市
か
例

の
小
野
地
蔵
祭
り
奉
納
子
供
相
川
明
大
会

が
開
催
さ
れ
、
白
滝
・
来
・
戒
川
の
各

小
学
校
男
子
児
市
川
十
五
人
が
参
加

L

空
し
た
。

相
次
い
で
展
開
さ
札
た
好
取
祖
め
結

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

一
優
勝
}
上
満
慎
也
(
白
滝
小
」

一
準
優
勝
一
柿
見
涼
(
白
滝
小
)

一
第
三
位
}
大
野
稜
太
(
柴
小
)

=
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

{
優
勝
一
別
一
円
成
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
一
児
玉
洋
樹
(
白
滝
小
)

一
第
:
-
位
]
尾
L

し
大
海
(
P
1
1
同
小
)

一
一
一
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

準 優
二{受
位勝勝

山西 1
中村市
康直心01
LIご人吾

柴 1'3 白
ノj、t竜 i竜
~_/づ、/ト

固
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
nup

一
優
勝
一
畝
中
剛
(
白
滝
小
)

一
准
優
勝
一
久
保
智
裕
へ
成
川
小
)

{
第
三
市
一
一
矢
野
雅
之
(
白
滝
小
)

豆
草
生
k
p
lナ
メ
シ
ト

{
優
勝
一
徳
田
孔
平
(
白
滝
小
)

{
準
優
勝
一
柿
見
大
和
(
白
滝
小
)

{
第
三
位
一
福
原
政
成
(
白
滝
小
)

穴
年
生
ト
ー
ナ
メ
シ
ト

{
優
勝
一
波
辺
一
L
太
(
白
滝
小
)

{
準
優
帯
一
松
岡
佑
太
朗
(
白
滝
小
)

一
第
三
位
}
山
本
和
明
(
白
滝
小
)

軍
人
故
意
優
勝
宥

好取組を寛せた豆力士たち

{
三
年
一
足
と
久
見
(
白
滝
小
)

一
日
年
l
}

合
田
幸
司
(
柴
小
)

一
五
年
一
久
保
勇
人
(
向
滝
小
)

一
六
年
}
漉
辺
正
太
(
門
前
小
)

父の日

( 6月20日)
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母P
結

婚

氏

名

長長長

皇 り勝 2梨 1，f*.元 t央 ぉ

敏拡憲
幸勝 平

- 10-

4
月
届
出
分

(
敬
称
略

住;

戸万

田藤田淵本田本本上

理直静健

浜浜浜

山竹小
口内 西

種
展
護
局

表
紙
写
真
撮
影
の
た
め
、
久
々
に
早

朝
か
ら
出
石
寺
へ
上

っ
て
き
ま
し
た
。

空
模
様
と
相
談
し
な
が
ら
訪
れ
た
当

日
、
杉
や
桧
な
ど
大
木
か
ら
の
木
漏
れ

日
を
受
け
な
が
ら
石
段
の
参
道
を
上
り

詰
め
る
と
、
霊
山
の
静
寂
の
中
に
朝
日

を
浴
び
て
建
つ
護
摩
堂
が
、
い
つ
に
な

く
新
鮮
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

地
元
に
い
な
が
ら
、
初
日
の
出
見
物
以

外
に
朝
早
く
か
ら
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

私
は
、
ま
る
で
、
何
か
新
発
見
を
し
た

よ
う
な
、
少
し
得
意
な
気
持
ち
に
ひ
た

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

先
日
開
催
さ
れ
た
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
記
念
講
演
の
講
師
と
し
て
来

町
さ
れ
た
俳
優
の
柳
生
博
氏
は
、
人
が

生
活
を
営
む
上
で
果
た
す
「
森
」
の
重

要
性
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
環
境

月
間
で
も
あ
る
六
月
、
そ
の
恵
み
に
今

一
度
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
や
)

「

今

坊

f

今

坊

「

出

海

f

仁

久

~

長

浜

f

松
山
市

¥

沖

浦

f

土
居
町

、

柴

f

長

吉松粛奥田

岡

一一
香哉恵晶

真
奈
美

良

一
恵

子

秀

策
園

恵

お
〈
や
み

4
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白沖下長青
ラ頁

茂滝 j甫戒浜 島

森尾浅中東伊

藤

マ
ツ
コ
(
六
九
)

正
明
(
七
七
)

ナ
ミ
コ
(
七
八
)

シ
ン
(
九
三
)

貞
夫
(
九
二

ヤ
ス
ミ
(
八
七
)

最近、 NHKが四国版と全国版

で 『赤橋を「あらし」が駆け抜け

る町 ・長浜町』 とし寸 題で 放 映 し

て、昭和10年の開橋以来 、今日ま

で動き続けている長浜大橋の景況

を流した。 今月は、 6月 1日の

「写真の日」にちなんで長浜大橋

の写真のことに触れよう 。

長浜にも写真上 手 が た くさんい

て、方々のコンテストに応じたり、

前にはこ科会写真部会員の渡部章

正氏を講師に招いて撮影会が聞か

れたりした。 プロ ・アマを問わず、

長浜大橋を撮影に 来 た 人 々 の 数 は

非常に多い。

渡部講師は、五十数年前私と同

じ写真雑誌に応募していた人で、

今では達人として尊敬している方

であるが、氏にも長 浜 大 橋 の 写 真

はたくさんある。 また、 青野写真

館や昔の池田写真 館 には、古い時

代の長浜大橋の写真が保存されて

おり、さらに、木村喜久男氏ほか

数 氏には現在の長浜大橋のカラー

写真がたくさんあって、極めて貴

重である。

この機会に、町の他 の 文化 財も

f最っておいていただけたらと思う 。

長浜大橋が、平成10年 9月 2日、

国 の登録有形文化財に登録された

こと は皆さ んご承知のとおりであ

り、他にも登録候補になり得る物

件があるだろう と私は思 っ ている。

人口・世帯数のうごき

4月末現在 宵甘月との上ヒ車交

10，092人 l人増

A 口 (男 4，758人) (男 2人減)

女 5，334人 女 3人増

世帯 数 3，647世帯 7世帯地

山 池 坂岡捌l

浜

住 4お
所旦誕

百生
T分お
24長め
名手チで

巴と
室 う
著 11
名

長今

浜坊

豊 山
田キ艮

日ひ孝君
菜 な哉 ゃ

内上井 川

豊

引多背量
二久


